
静電気の正負

目的 身近にある素材を用いて静電気の実験を行い，静電気には正と負の２種類があること，帯

電した物体間で空間を隔てて力が働くことを見いださせる。

準備 ゴム栓，ビーズ，虫ピン，ストロー，ティッシュペーパー，プラスチック消しゴム，塩ビ

管，ポリ袋，アクリル管，アルミニウムはく

方法

１ 図のように，虫ピンをストローＡ，ビーズ，ゴ

ム栓の順に刺し，自由に回転できるようにした静

電気実験装置をつくる。

２ ストローＡをティッシュペーパーでこすり，ス

トローＡを帯電させる。

３ 同じくティッシュペーパーでこすった別のスト

ローＢを，方法２のストローＡの帯電した部分に

近づけてストローＡの動きを観察する。

４ プラスチック消しゴムでこすったストローＣを，方法２のストローＡの帯電した部分に近づ

けてストローＡの動きを観察する。

５ ティッシュペーパーでこすった塩ビ管を，方法２のストローＡの帯電した部分に近づけてス

トローＡの動きを観察する。

６ ポリ袋でこすったアクリル管を，方法２のストローＡの帯電した部分に近づけてストローＡ

の動きを観察する。

７ 他にもいろいろなものを摩擦して静電気を起こし，方法２のストローＡの帯電した部分に近

づけてストローＡの動きを観察する。

８ ポリ袋でこすったアクリル管を，アルミニウムはくの小片に近づけて小片の動きを観察する。

９ ティッシュペーパーでこすった塩ビ管を，アルミニウムはくの小片に近づけて小片の動きを

観察する。

生徒に指導するポイント

１ ストローＡの帯電した部分が，近づけたものの種類によって，引きつけられたり，反発した

りすることから，静電気には正と負の２種類があることを理解させる。

２ ポリ袋でこすったアクリル管は正に帯電することを伝え，ストローＡ，Ｂ，Ｃや塩ビ管，こ

すったティッシュペーパー，ポリ袋が正，負のいずれに帯電していたか考えさせる。

観察，実験を深める方法

１ 静電気は２つのものをこすり合わせたときに負の電荷をもつ電子が移動することで発生する

ことを伝え，方法２，３の結果から，ティッシュペーパー，ストロー，消しゴムの電子を奪う

力の強さの順番を考えさせる。

２ 方法８，９で，実験を行う前にビニル袋でこすったアクリル管は正に帯電することを伝え，

結果を予測させる。実験の結果からアルミニウムはくの小片が正，負のいずれかに帯電してる

わけではないことを理解させる。
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